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　前身である大崎電機通信工業が1954年に創業して以来、我が国の電気通信そして
情報分野の歴史とともに歩み続けてきた大崎コンピュータエンヂニアリング。両分
野のエンジニアリング会社として「信頼とサービス」を社是とし、その時代と顧客
が求める最新の技術とサービスの提供に注力する同社は、顧客である自治体と企業
から厚い信頼を得ている。近年では、クラウドサービスの進展に合わせて、同社の
ノウハウを結集して建設した365日24時間対応の自社データセンターを活用し、顧
客の情報システムの確実な運用と監視・保守サービスを提供するアウトソーシング
やネットワークサービスを展開している。
　そんな同社では自治体や企業へのRPA（ロボティック・プロセス・オートメー
ション）ソリューションの提供、自社内でのRPA活用という、ベンダーとユーザー
両者の立場からRPA活用を進めている。

- 話を伺った方 -
NB推進室 室長代理　森 雄介氏

RPAの大衆化へ：高い信頼性と堅牢性が求めら
れる自治体業務にデジタルレイバーを提供

 NB推進室 室長代理　森 雄介氏
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Basic

BizRobo!をベースとしたRPAソリューションを
自治体や企業にワンストップで提供

Highlight

ベンダーとユーザー両者の立場からRPA活用を進めている



BizRobo!を選定した大きな理由を森
氏は次のように語る。
「フローチャート機能が充実してい
るBizRobo!のつくりやすさが大きな
助けになると判断しました。それに
加え、構造認識によって多種多様な
システムを認識して実行できる点
や、自治体と同様にシステムに堅牢
性や信頼性が強く求められる大手金
融機関での実績が豊富な点も高く評
価しました」
　また、サーバ型であり2008年に千
葉に開設した24時間365日対応の自
社データセンターからサービスを提
供できる点も、将来的なクラウド
サービス化も視野に入れている同社
にとって大きなポイントとなった。

当社が継続して競争力を発揮していく
には、新しい技術の研究開発とビジネ
ス開拓が欠かせない

　我が国で地方創生や働き方改革が
クローズアップされるなか、大崎コ
ンピュータエンヂニアリングでは
2016年12月には新たな技術とビジネ
スの開拓部門としてNB推進室を設置
した。「NB」とは「New Business」
の略だ。

　森氏は言う。「将来的に当社が継
続して競争力を発揮していくには、
AIやRPAに代表される新しい技術の研
究開発とビジネス開拓が欠かせない
という経営判断のもと、専任チーム
として我々の組織が生まれました。
そうしたなか、RPAテクノロジーズ大
角暢之社長と出会いRPA／デジタルレ
イバーの普及に熱意をもって取り組
んでいる姿勢に共感しました」

RPAやAIなどの研究開発と
ビジネス開拓の専任チームを発足

導入背景
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金融機関での実績やクラウドとの親和性などを評価　　　 を
選んだ理由

大手金融機関での実績が豊富な点を
高く評価

　2017年8月、同社はBizRobo!パー

トナー契約を締結し、RPAのビジネス
展開と自社導入を並行して開始し
た。新たなビジネス展開と社内導入
の 双 方 で 活 用 す る R P A ツ ー ル に

Copyright © OPEN, Inc. All rights reserved. - 2 / 4 -



積極的な姿勢を見せる人たちも出て
きた

　自治体や企業からのBizRobo!の引
き合いは順調に拡大していると同時
に、自社内においてもBizRobo!の活
用によって働き方改革などでの効果
が表れている。
　森氏は次のようにコメントする。

「BizRobo!で業務を自動化したこと
で時間的にも精神的にも余裕が生ま
れ、その分をより創造性の高い別の
仕事へと振り向けたり、早めに家に
帰って生活をもっと充実させたりと
いった効果があります。提供する
我々としても、各現場からの「ここ
を自動化したい」「これらの作業を
集約したい」などといった声に応え

ることができ仕事のモチベーション
となっていますね」
　従来ストレスを感じていた作業が
効率化されるのを目の当たりにした
事務系の社員の中からは、自身でRPA
のロボットがつくれるようになりた
いと、来年度の研修受講に名乗りを
あげるなど、積極的な姿勢を見せる
人たちも出てきたという。

お客様での実績を参考にしながら社
内でも自動化を進めていきたい

　現在、同社ではBizRobo!をベース
としたRPAソリューションを自治体や
企業に提供しており、RPAの大衆化へ
向けて進んでいる。
　森氏は「自治体の住民記録システム
や税務情報システム、福祉情報システ
ムなどといった基幹業務へのRPA適用

を得意としています」と話す。
　2018年9月21日には、神奈川県と
富士通との間で県庁の業務効率化と働
き方改革の推進に向けてRPAを活用す
る実証事業に関する連携協定を締結。
同日より年内いっぱいにわたって実証
事業が行われた。この事業では、人手
と時間を要する非システム化領域の業
務を対象にRPAを適用し、職員の業務
負荷軽減やミス防止の効果などを検証

している。
またRPAソリューションの提供と合わ
せて、自社内においても、財務経理系
や購買系の事務作業をBizRobo!で自
動化している。
「BizRobo!を提供している組織と同
様の社内部署でも同じような業務を
行っていますので、お客様での実績を
参考にしながら社内でも自動化を進め
ていきたいですね」（森氏）
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神奈川県とRPA活用の実証実験を実施対象業務

定量的な改善と定性的な改善
どちらでも結果を示していきたい

導入効果
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AI-OCRなどのツールとRPAの連携に
よってデジタル化

　大崎コンピュータエンヂニアリン
グでは、今後も自治体をはじめとす
る顧客向けと自社内とを両輪とし
て、RPAの活用を加速していく構え
だ。自治体向けにスモールスタート
可能なデジタルレイバーを提供開始
するほか、同社のグループ会社であ
る物流企業では、IoTとRPAとの連携
も進めている。
　森氏は「定量的な改善と定性的な
改善のどちらでも結果を示していき

たいですね」と意気込みを示す。
　同氏は今後の課題として、RPAとAI
を連携させることによる紙資料のデ
ジタル化を挙げている。「企業もそ

うですが、自治体にも紙ベースの業
務がまだまだ数多くあります。そこ
をAI-OCRなどのツールとRPAの連携
によってデジタル化することで、業
務のさらなる効率化に貢献できるの
ではないでしょうか。次の大きな
チャレンジです」と森氏は笑顔で
語った。
　社内についても、情報管理部門を
巻き込みながら、RPA活用を拡大する
と同時に深化していくことを目指し
ている。

サポートに問い合わせることで迅速
に適切な指示がもらえる

　RPA活用時に直面するちょっとした
問題を解決するためのポイントにつ
いて、森氏は次のように語る。

「業務にRPAを適用していくなかで
は、人の作業をロボットに覚えさせ
ることができない場面にぶつかるこ
ともあります。そうした際にも、

BizRobo!には豊富なナレッジベース
が共有されていますので、大抵の困
難は解決してしまいます。もしそれ
で解決しない場合も、サポートに問
い合わせることで迅速に適切な指示
がもらえるので、さまざまな問題を
解決してこれました。我々として
も、自社で苦労した点をナレッジと
して蓄積することで、お客様の問題
解決にも役立てていきたいですね」
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デジタルレイバーの高度化へ：紙資料のデジタル化で
自治体業務の効率化に貢献していきたい

今後に
ついて

問題点も豊富なナレッジベースと
充実したサポートで速やかに解決できる

現場の声
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


